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【手続補正書】
【提出日】平成21年12月11日(2009.12.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　次に、本実施形態に関する別の構成について、図５にその構成を示し、説明する。図５
は、図１の光送信装置を複数個（図５では、２個）配置したもので、第１の光送信装置５
００１は、第１の変調部１０１１と、第１の光識別信号発生部１０２１と、第１の光デー
タ信号発生部１０３１により構成する。また、第２の光送信装置５００２は、第２の変調
部１０１２と、第２の光識別信号発生部１０２２と、第２の光データ信号発生部１０３２
により構成する。光受信装置５００３は、２次元光電気変換部１０４と、光電気変換部１
０５と、２次元記録部１０６と、座標指定部１０７と、情報読出部１０８と、復調部５０
９と、画面表示部５１０により構成する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　以上説明したように、第１の発明によれば、光送信装置を配置した空間の画面情報を取
得しながら、光送信装置の像に関係付けて、光送信装置から送出される情報データの内容
を表示するという光空間伝送装置において、情報データと識別信号との関連付けを行うこ
とによって、光送信装置の像を画面情報として認識させるための光識別信号発生部の可視
光源と、情報データを送出する光データ信号発生部の光源とを分離し、可視光源の変調可
能帯域に関係なく、広帯域光源により大容量の情報データを伝送する。これにより、画面
情報を用いた優れたユーザインタフェースと、高速・大容量のデータ伝送性能を両立した
光空間伝送装置を提供することができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００５４】
　（第２の実施形態）
　本発明の第２の実施形態に係る光空間伝送装置について、図１０にその構成を示すと共
に、以下に説明する。図１０において、本実施形態の光伝送装置は、第１の変調部１０１
１と、第２の変調部１０１２と、第１の光信号発生部１００３１と、第２の光信号発生部
１００３２と、２次元光電気変換部１０４と、光電気変換部１０５と、２次元記録部１０
６と、座標指定部１０７と、情報読出部１０８と、復調部１００９と、画面表示部５１０
とを備える。第１の光送信装置１０００１は、第１の変調部１０１１と、第１の光信号発
生部１００３１により構成する。第２の光送信装置１０００２は、第２の変調部１０１２
と、第２の光信号発生部１００３２により構成する。光受信装置１０００３は、２次元光
電気変換部１０４と、光電気変換部１０５と、２次元記録部１０６と、座標指定部１０７
と、情報読出部１０８と、復調部１００９と、画面表示部５１０により構成する。本図の
構成は、図５の構成に対して、第１の光識別信号発生部１０２１、第２の光識別信号発生
部１０２２、第１の光データ信号発生部１０３１、第２の光データ信号発生部１０３２に
代えて、第１の光信号発生部１００３１、第２の光信号発生部１００３２を新たに備える
点が異なる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１】
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